








北陸の植物 第25巻第4号 昭和53年3月
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表l内灘砂丘粟崎の生活型組成（％）
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Tablel.CompositionofLifeFormontheUchinada

AwagasakiDune

2）大野（金沢市五郎烏地内）

汀線から内陸への植生の変化をさらにくわしくたどってみる。

汀線から約100mまでの、ゆるやかにせり上がる海浜部にはコウボウムギが目立ち，ハ

マニガナ，オニシバ，ネコノシタなど地中植物の比率が高い。

起伏を伴う前方砂丘はケカモノハシ，コウボウムギが主で，ハマゴウも各所に群落をつ

くっている。生活型組成では地中植物、半地中植物が多いが，これと並んでオカヒジキ，

メヒシバなど1年植物の進出がみられる。クロマツは苗木の植林であるが枯死したものも

相当数あった。この植林帯の後方にオオマツヨイグサなどの生育がみられ，砂の移動がか

なり落ち着いていることをうかがわせる。

ニセアカシア林縁部には好砂性の強いハマゴウなどがあるものの，種数では1年植物が

最も多い。地中植物はわずかにオニシバがあるだけで，海浜部とは明らかに逆転が認めら

れる。
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④クロマツ砂防林
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